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は じ め に  

  

公益社団法人日本精神保健福祉士協会（以下、「本協会」）による組織的な災害支援活動は、本

協会の前身である日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会時代、1995 年の阪神・淡路大震災から

でした。その後も全国各地で相次ぐ地震、風水雪被害などの災害現場に赴いて災害支援を実践す

るなか、2007 年 10 月に組織内で災害支援検討委員会（現、災害支援体制整備委員会）を設置

し、2010 年には「社団法人日本精神保健福祉士協会災害支援ガイドライン」を作成しました。

2011 年には災害支援ガイドラインの普及と災害支援体制の整備を目指し、全国各ブロックを対象

に災害支援活動に関する研修などを実施してきました。その矢先に東日本大震災が発災し、本協

会では基本的にガイドラインに沿った活動を展開しました。主な支援活動としては、被災自治体

への精神保健福祉士の単独派遣が中心でした。これまでの本協会による災害支援活動から得られ

た知見、教訓、課題等を検証し、災害支援における体制の整備、知識の普及、精神保健福祉士の

役割、有効性を整理し、2016 年６月に公益社団法人日本精神保健福祉士協会災害支援ガイドライ

ン Ver.2（ガイドラインは本協会のウェブサイト上で公開しています）を発行しています。 

この間、国、都道府県では災害に備えて災害時の医療支援、福祉支援の体制整備に取り組み、

厚生労働省が 2013 年度に災害派遣精神医療チーム（DPAT）活動要領を定め（2017 年５月改正）、

都道府県等で体制整備が進められ、2018 年５月には「災害時の福祉支援体制の整備について」に

て「災害時の福祉支援体制に向けたガイドライン」が公表されました。このことにより災害時の

福祉支援におけるネットワーク構築に取り組む都道府県が増加し、災害福祉支援に関する災害派

遣福祉チーム（DWAT）の組織が編成され、その活動の多くに社会福祉士や介護福祉士が参画し、

災害福祉支援現場での活動を展開しています。しかしその一方で、精神保健福祉士は災害福祉支

援現場での活動実績があるにも関わらず、ネットワーク、派遣チームへの参画が遅れている実態

がありました。 

本協会では令和２年度障害者総合福祉推進事業として「精神保健福祉士の災害時の対応におけ

る役割の明確化と支援体制に関する調査研究」というテーマで、精神保健福祉士が精神保健医療

福祉における専門職として、災害時の対応や都道府県が組成する災害派遣福祉チーム（DWAT）、

災害派遣精神医療チーム（DPAT）の災害時における精神保健福祉士の活動実態や役割を整理し、

災害福祉支援ネットワークへの参加が遅れている実態と要因等を明らかにすることを通して、本

協会が作成したガイドラインと照らし合わせ、精神保健福祉士の災害時における対応強化のため

の具体的な方策を提示することを目的として本事業に取り組みました。 

本事業では、都道府県を対象とした「災害福祉支援ネットワーク」の構築状況及びネットワー

クへの精神保健福祉士の参加状況等の把握を目的として都道府県主管部局を対象に、アンケート

調査を実施しました。また、精神保健福祉士の災害時の対応における課題、役割、有効性等を明

確にするため、今後の支援体制構築の方策を提言していくことを目的とし、災害派遣福祉チーム

（DWAT）、災害派遣精神医療チーム（DPAT）で派遣活動に参加した経験を有する精神保健福祉士

及び精神保健福祉士と共に活動した他職種等を対象にヒアリング調査を実施いたしました。 

アンケート調査、ヒアリング調査の分析から得られた災害福祉支援における精神保健福祉士の

役割、有効性について、今後都道府県における災害福祉支援ネットワーク、災害派遣福祉チーム

（DWAT）、災害派遣精神医療チーム（DPAT）などの支援体制構築に際し、精神保健福祉士の災害

支援活動時等の役割、有効性の理解の促進が進み、参画する一助になればと考えます。 



 

本調査におきましては、新型コロナウイルス感染症対策等でご多忙な中、ご協力いただきまし

た都道府県のご担当者様、公益社団法人日本精神科病院協会 DPAT 事務局、公益社団法人日本社

会福祉士会及び公益社団法人日本介護福祉士会、特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援

団体ネットワーク、全国及び都道府県社会福祉協議会事務局のご担当者様はじめ、ヒアリング調

査にご協力いただきました皆様方に深く感謝申しあげます。 

 

公益社団法人日本精神保健福祉士協会 副会長 水野 拓二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本報告書における表記について】 

 

●「災害福祉支援ネットワーク」及び「災害派遣福祉チーム（DWAT）」 

自治体によって様々な呼称を用いているが、「災害福祉支援ネットワーク」「災害派遣福祉チ

ーム（DWAT）」として統一表記する。なお、調査結果における表記についてのみ、回答表記やヒ

アリング内容に従うものとする。 

 

●「都道府県精神保健福祉士協会」 

47 都道府県単位の精神保健福祉士を冠する職能団体名は「～精神保健福祉士協会」「～精神保

健福祉士会」等と様々な名称であるが、「都道府県精神保健福祉士協会」として統一表記する。

また、「全国または都道府県の精神保健福祉士職能団体」を指す場合は、「精神保健福祉士協会」

とする。 
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